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｜海外研修報告 ｜
衣裳博物館研修
一一 ヴィク卜リア・アンド・アルパー卜美術館の衣服実物資料をみて
島貫真寿美
I はじめに
1987年2月24日から 3月9日までの2週間，本学の第4回海外研修旅行に，北海道女子短期
大学海外研修規定に基づく研修者として参加する機会を得た。
イギリス，スペイ ン，イ タリア，フランスの研修地の中での主な研修目的としては， 衣裳博
物館所蔵の衣服実物資料の調査及び収集である。
かねてより，リボンの起源と装飾性に関する史的研究を，古文書などによる文献資料により
考察を行っていた。しかし， 文献に加え実物資料の考察が服飾史の研究に不可欠であり，真の
価値があるものであるため，リボン飾りの全盛期とされる16～18世紀，特に装飾性が最も華麗
な時代といえる18世紀のコスチュームを中心に，衣裳コレクショ ンでは世界的規模と充実を誇
るロンドンのヴィクトリア・アン ド・アルパー ト美術館において研修を行った。
また，最新のモードを生み出す二つの国，ヨーロッパのファッションを担う，フランスとイ
タリアの服飾に関する情報を得ることも目的であった。
例年，この時期は春夏のコレクショ ン開催期にあり， パリにおいてプレタポルテコレクショ
ンも見学することが出来たので報告する。
n ヴィク卜リア・アンド・アルパート美術館
1 .概観
ヴィク卜 リア・アンド・アルパ トー美術館（略記してV&A）は，世界最初にして最大の工
芸美術館といわれるとおりその広範囲な規模は，16世紀初頭から今世紀のはじめにおよび，世
界各地にわたり美術工芸関係の収集を誇っている。
1852年，当館の前身である産業博物館が作られ，1857年になって現在のサウスケンジン トン
にヴィクトリ ア女王の要請によって開設され，1909年より一般公開されている。
現在，建築と彫刻，陶磁器，版画と素描， 金属，工芸，絵画，テキスタイ jレ（衣裳関係も属
する），木工，イ ンド美術，図書館，貸出し， 管理，広報の各部門に分けられそれぞれ国別，
時代別，素材別に分けて展示されている。
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展示室とともに，ヴィクトリア時代の歴史的
な建物（写真1）は，それ自体が展示物である
建築美術といえるものであった。
2. ドレス・コレクション
V&A美術館には広大なコスチュームの展示
室があり， 16世紀の衣服をはじめ， 近世の華麗
な衣服の数々，ク リノリ ン，パッスルスタイル
に代表される近代の衣服， 19世紀から20世紀初
頭にかけ，人体の体型に基づき裁断や縫製に
写真1 V&A美術館の前にて
よって，服装美を表現する現代服の確立までの衣服が場内を埋め，質，量ともに世界有数であ
るということを実感した。
なお，所蔵されている衣服のほとんどは16世紀以降のものであるが，最も初期の一枚は1540
年男子用のシャツであり，衿の部分を刺しゅうで装飾し，上側のフリルの部分を上着の立ち衿
から出して着用するというものであった（写真2）。
衣服のほか， 帽子，髪飾り，ボタン，ベルト，パックル，靴，パック，傘，扇，ハンカチ，
靴下などの服飾品も整理され，多数陳列されていた （写真3）。
写真2 男子用シャツの衿 写真3 帽子の陳列ケー ス
陳列方法は，18世紀，19世紀及び20世紀に分類され，さらに年代毎に細部に分けられ展示さ
れている。また，コスチュ ムーのオリジナルスタイルが忠実に守られ，流行のドレスをとりか
こむ全てのものが重要視されており，着用する人形の姿勢， 髪型の仕上げ，アクセサ リー など
当時のままに再現されている。また，何世紀も前に着用されていた衣服とは思えない程の形態
を保ち，鮮やかな色彩や装飾をみて，当館の所蔵品の保管や展示の方法が科学的といわれてい
ることも含め，ヨー ロッパの服飾文化の真髄にふれた思いであった。
3.陳列作品より
陳列作品の中から装飾性が最も華麗な18世紀， すなわちロココ時代の婦人服の実物作品を中
心に，その時代の巨大といわれたシルエッ 卜と，そのシルエッ卜を誇張するためのリボン飾り
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や花飾り，金銀モール，刺しゅうなどあらゆる装飾技法が施された特徴的な衣服をはじめ，近
代から現代の衣服を含め，更に文献資料からの考察も加えて調査した作品を紹介したい。
(1）ローブ・ヴォラン 卜 フランス 1760年頃
ロープ・ヴォラントは胴を細く締め，スカートを大きく広げ，背部に襲を取った形をいい，
たたまれた髪が裾へと広がり，歩くたびに「ひるがえる」という特徴からロープ・ヴォラント
と呼ばれた。また，画家ワットーが裳を美しく描いたことから，ワットーの髪としても知られ
ており，18世紀に入り女性の服装としてフランスで流行したものである。
前面は胴が細くスカー 卜は大きく広げた形になっているが， 背部はゆったりと した震がある
という特殊な形は興味深いところであり，リボン飾りなどあらゆる装飾手法も施されているこ
とから是非，実物資料を見たいと思っていた中の1点である。
写真4のロー ブは， うねりのある黄色のシルク地で作られ，衿ぐりと袖口にはアンガジャン
卜と呼ばれるピンク色のレースを何枚も重ねて飾られており，ロココ様式の典型的な美しさを
示している。特徴としてはその装飾性にあり，リボン飾り， 金銀のモール，刺しゅう，布髪飾
り，レースなどの装飾が胸の部分から，スカー トの前面を中心に配され，あらゆる繊細な装飾
手法が余すことなくとられている。 ローブ・ヴォ ラン 卜では，特に胸にリボンを配列すること
が流行していたこともあり，この作品においても胸に同形で4ヶ所に配されており， 装飾的効
果を表わし全体に調和がとれた非常に美しいものであった。
写真4 ロー プ・ヴォラン卜 写真5 ガウンとペチコー ト
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(2）ガウンとペチコート フランス 1770年頃
クリーム色のサテン地で製作されたガウンとペチコートは，ロープ・ヴォラン卜形式の宮廷
服である（写真 5）。ロココ時代の衣裳美は，コルセットと腰枠（パニエ）によって主要な部
分が決定されたといわれる位，ウエス卜をコルセットで締めつけパニエを腰で張らせることに
あった。1740年頃からは釣鐘型や円錐型にかわり，前後の張りをなくしたパニエは，極端に横
広がりとなり人工的なシルエッ卜が求められるようになった。更に，このシルエッ卜を誇張す
るためにリボン飾りや花飾り，金銀モール，刺しゅう， トリミングなどで横の線を強調するよ
うなあらゆる装飾が施されるのが特徴であった。このような巨大な衣裳に対応するため，髪型
は高く結い上げリボンや烏の羽で飾り，結髪の装飾も技巧的となり，また扇子を持つことも流
行二であった。
この宮廷服は，クリ ームサテン地にシエニール糸（ビロード状に毛羽を立てた飾り糸）で，
小枝に花が咲いている模様や全面に小花が飛び散る花模様の刺しゅうが施されている。小枝は
花束のようにレースのリボンで結ばれているのが見られる。また，水色のサテンのリボン（写
真 6）は，ガウンとペチコートの前面にチェー
ンステッチのように刺され，リ ボンが立体的で
あり，浮き出るような形で扱われている。 リボ
ン飾りや刺しゅうなどが大きなシルエッ卜と調
和して豪華さを増し，貴族の服飾文化がいかに
華麗であったか伺える作品であった。
(3）ポロネーズ型ローブ フランス・イギ
リス 1770年頃
ロココ後期になり，パニエで両脇を張らせた
人工的なスタイルも簡素になり，自然で動きや
すく機能的なポロネーズ型へと移行した。
特徴としては，スカー卜の後部で2ヶ所たく
し上げたことにある。スカートは，両脇と中央
部の 3ヶ所に分かれて垂れ下がり，たくし上げ
た部分をリボンやひもで結び止めている。
写真6 刺しゅうとリボン飾り
写真7の作品は中国製のシルク地で，クリーム色にピンタとグリーンの花柄の模様が手描き
染めになっている。たくし上げたスカートの縁にはフリルがつけられ，グリーンのシルクリボ
ンの花結びがつけられている。下に着用されているペテイコートは，同じくクリーム色のサテ
ン地にキルティングが施されている。
キルテイングは，保温と防寒に加え装飾も兼ねそなえているため，ヨーロッパの寒い地方に
おいてはコスチュームの機能性も含め，最適であったものと思われる。
(4) ドレス イギリス 1869年
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写真7 ポロネーズ型ロ プー 写真8 ドレス
., 
1860年をピークにクリノリンスタイルが形成され、馬の尾の毛を吏織した麻地とフープで作
られた，新型クリノリンの登場によりスカー卜の裾をピラミット型に広げたシルエットが形づ
けられるようになった。
写真8のク リノリ ンスタイルのブラウス部分はウエス卜より丈が長く，衿ぐりは小さな丸衿
になっている。また揃いのスカートは，両脇にマチとフリーツを入れて裾を広げ床までの長さ
がある。背部中央でギャザーがよせられ，スカートの上部には花づな装飾にアレンジしたポロ
ネーズがついている。
素材には白モスリンが使用され，身頃，袖口， スカー卜はエメラルドグリー ンのサテン地の
リボンテープで飾られており，ロココ風の美しさを構成している。また，イ ングランド中部地
方のボビンレースのはめこみ布，及び機械製の白い刺しゅうの装飾がある。ウエス卜には，パ
ラ飾りのついたサテンのベルトが締めであり，白とエメラルドグリーンの色調が上品で，美し
いシルエットが形作られている作品であった。
(5) イブニング・ガウン フランス ピエール・パルマン 1956年
現代衣服の陳列ケースの中で，特に上品な色使い優雅なシルエッ卜にひかれたのが，公爵夫
人が着用したものであるというこのピエール ・パルマン作のイブニング・ガウンである（写真
9）。
ピエール・パルマンは， 1914年に生れ，最初パリにおいて建築学を学んでいたが，少年時代
よりデザイナーの道を志望しており，’45年には自分の店を持ち，着やすい伝統的な服から気
品のある優雅なデザイ ンで一流の地位を築いた。’82年に没するまでバレー，映画，演劇の衣
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写真9 イブニングガウン
写真10 メモを取る見学者
裳デザインも手がけている。
この作品は，黄色のサテン素材を扱い胸元のリボン飾りのほか，垂直な装飾リボンの輪， たっ
ぷりとした長いスカートの流れは，18～19世紀のコスチュームよりイ ンスピレーショ ンを得て
製作されたといわれている。また，ストラップレスのボディをフィッ 卜させ，ウエストライン
から裾までの張りのあるフ レアーは，コルセッ トの張り骨，ペチコー トの基礎が完全に形づけ
られており，繊細な感覚で高度な服作りが感じられた （写真9）。
V&A美術館での研修は約4時間程であったが，メモを取り写真撮影をしながらの見学は，
予定時聞をはるかにオーバーし，館内を未だ半分程しか見終っていないこと気づき，その資料
の膨大さを改めて痛感した。残りはかけ足で研究資料として必要なものだけを見ることにした。
通常，美術館や博物館などは写真撮影が全くできないか，またフラッシュ撮影が禁止されて
いる所が多いと聞くが，当館においては協力的であり資料の収集を得ることができた。
なお写真10のように，陳列ケースの前で、熱心にメモを取っている人， またドレスに施されて
いる手芸の図案を克明に書き込んでいる若い人達も見かけられた。
m イタリアファッションに触れて
3月1日よりローマ，フィレンツェをへて，4日の夜ミラノに到着する。
イタリアは，ローマ，フィ レンツェ，ミラノとそれぞれの都市が魅力的であり，ファッショ
ナブルなブティ ックも多く存在している。今では生産都市として，ヨーロッパファッ ションを
リードしているミラノファッ ションがあり，そのコ レクショ ンは世界中から最も注目視されて
いる。その秘密は，素材とデザイナーの力量，洋服の位立てのよさにあるという。
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例年2月に入り，国際商業見本市が聞かれ布地 （絹，麻，ウールなど）については， 織り方
と色彩感覚の優れたもの，毛皮及び皮製品については素材の良さに加え加工技術が確かである
こと，また，ジョルジョ・アルマーニ，ルチアノ・ソフラーニといった才能あるデザイナーの
誕生によって，イタリア独自のファッションを確立したのがミラノコレクションであるという。
イタリ アの女性は，新しいものに向って同化する強さを持っており，服装においても比較的
ボリュームのある体型を生かし，色彩的にも大胆で鮮やかな色を好み，着飾ることが大好きと
いうお酒落を楽しむ強烈な個性が感じられた。
イタリアの街を歩いてみると，どの街も古い街並みにとけ込むように酒落たブティックが立
ち並んでおり，そのウインドーを眺めるだけで楽しいものであった。
写真11は，ローマで見かけたブティックのウイン ドーディスフレーである。深紅のジャケッ
トと茶のコート，いずれも皮製品である。皮製品といえば靴があり，イタリアの靴は品質がよ
く運動靴のようにはき心地がよいと高く評価されている。また色数やデザインも豊富であり，
洋服とのコーディネートが容易であるという。
イタリアの街では，この時期カーニパルが行われており，カラフルな衣裳で自由に着飾った
子供達や若い人の姿は楽しいものであった（写真12）。
写真13はミラノのブティ ックのウインドーであるが， 写真の右側にはジーンズのディスプ
レーが見られる。 このようにイタリアではジーンズルックが流行しており，洋服の胸元や背に
写真12 イタリアのカーニパルの服装
写真1 ローマのウインドーディスプレー
写真13 ミラノのウイン ドー ディスプレー
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もメタリックなものを数多くつけるのが特徴で
あり，そのようなスタイルの若者を多くみかけ
た。また写真14は同じくミラノの生地小売店で
ある。我が国においても，生地はフランスと並
びイタリア製といわれるとおり，素材，色，柄
ともにすばらしく，賛沢なものが置かれていた。
当時のイタリアは非常に寒く，イタリアの服
装は毛皮一色といってよいほど，毛皮のコー ト
を着用 している人が多かった。最近の毛皮
写真14 ミラノの生地小売店
ファッションもイタリアがリードしており，時代感覚にふさわしいデザインを始め，加工技術，
染色，縫製ともに優れ，高級品が作り出されているという。 特に，イタ リアファッションを代
表しているミラノにおいては，高価な毛皮は冬のお酒落にとって最も必要なものであり，毛皮
なくしてファ ッションを語れないとまでいわれている位であった。
w ’87春夏パリプレタポルテ・コレクション・プランタンモー ドをみて
3月6日早朝， ミラノから列車でパリに到着する。 10時より開演される’87春夏パリプレタ
ポルテ ・コレクション（プランタンモード）見学のため，リ ヨン駅より直接会場のオ ・プラン
タン ・デパートに向う。 フランタンは札幌にも支店がある関係から，なじみが深いデパートで
ある。パリでは一番の老舗であるが，若々しくモダンな雰囲気を持ち，品物もセンスのよいも
のが多いという評判であった。
会場のフロアーには，ステージを中心にテーブル，椅子がセッ 卜されくつろいだ雰囲気の中
でショーが始められた（写真15）。マリンルック，サファリルック，季節初めの服，パ テーィ ード
レスなど40点近いモードの見学であった。
このコレクションは，オートクチュールなど
のコレクションとは異なり，高級既製服として
売り出す新作発表であるため，やや斬新な感覚
に欠けるのではないかと思っていたが，実際に
はシンプルで品格のあるスーツ，上質な素材，
シックな色使い，白と紺の組み合わせが清潔で
若々しいマリンルックなど，磨かれたセンスは
やはり一味ちがっており，世界のファ ッション
をリードするフランスデザイナーの作品を見
て，長いモードの歴史が感じられ，見応えのあ
るコレクションであった。
主な作品を紹介すると，写真16はク リスチャ
写真15 ファッションショー会場
ン・ディオールのデザインである。ファッショ
ンには関心を持たない人でも，彼の名を知らな
い人はいないといえよう。第2次世界大戦後，
シーズン毎に創作シルエッ卜を発表し，世界の
ファッションをリードしつづけた第一人者であ
る。
この作品は，白地に黒の水玉模様のアンサン
ブル，白黒で統ーされた色使いに洗練されたセ f
ンスが感じられた。 『
写真17,18は，世界で活躍中の三宅一生のデ亀
ザインによるものである。写真17は，ベージュ
のリネン地を使用した上着とスカート，ブラウ
スの組み合わせである。スカート裾のアシンメ
トリー の切り替え線は，非常に個性的であった。
また写真18は，ベージュ色のスーツに黄色と
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写真16 アンサンプル
茶のチェック地を扱ったロング・コートの組み合わせ，後ろでコートの裾を引き上げタブで止
めている。 二点ともスポーティブな軽快さがあり，新しい感覚で、若い人にアピールするような
作品であった。
写真17 スー ツ 写真18 ロング・コー トとスー ツ
『ー 目ー－－＇＼
写真19のマリンルックは，帽子から靴までのトータルファッションに，若々しいセンスが感
じられた。写真20はフィナーレの模様であるが，パリのウイ ンドー のディ スプレーされた服に
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写真19 マリンルック
写真20 ショー のフィナーレ
白黒が非常に多いと感じたが，このショーにおいても白黒作品が多く出品されており，さわや
かで新鮮な感じを受けた。
フランスの女性は，ベージュ，グレーなどの色がよく似合い，ベーシックなものに帽子，マ
フラーなどをプラスして，うまく着こなしている人が自につく。それは，きゃしゃな体型や建
物の色に調和するからだという。毎年各ファッ ションデザイナーが新作を発表するが，新しい
ものには振り回されることなく，適宜に取り入れて自分のスタイルやカラーを作ることが得意
であるという。
パリには長い間築かれて来たモードの歴史があり，その伝統を重んじ，お酒落が目立たずシッ
クで，しかも個性的な着こなしをするのがフランス人といわれる。幼い頃より優れたファッショ
ン感覚を身につけ，自分の個性をとらえていかに他人と異なった自分独自の着こなしをするか，
そのようなファッションの楽しみ方は真似たいものである。
V お わ り に
今回の研修旅行に参加し，ロンドンのヴィ ク卜リア ・アン ド・アルパート美術館において，
16世紀から20世紀初頭までの衣服の実物に触れることができ，現在の研究課題である服飾資料
の収集も得ることができた。
特に，ロココ時代の宮廷服の華麗なリボン飾りや，金銀の刺しゅう，極端な横広がりのシル
エッ 卜は非常に豪華なものであり，着装する人形， 髪型，アクセサリーなどまでも当時のまま
に再現されている貴重な実物資料も見ることができた。
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パリにおいては，国立モード芸術美術館及びガリエラモード衣裳博物館の衣服実物資料の調
査及び収集も予定していたが，休館や修理中にあたり残念であったが，プレタポルテ ・コレク
ションを見学することができた。シンフルでシック，品格のある作品群は，世界のファッショ
ンをリードするフランスデザイナーの洗練されたセンスを見た思いであり，実際に確かめるこ
とができたことは大きな収穫であった。服飾に携わる者として，今回の研修は大変意義深く，
この研修を契機に更に研究課題を進めて行きたいと思う。
最後に，今回の研修旅行に参加させて頂きましたことを本学関係の皆様に厚く感謝申し上げ
ます。
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